
  

ICTを利用した新たな村づくり
～ICTによる防災・医療・介護・
　　　　　教育システムの構築～

檜枝岐村役場総務課　主事　星　満



  

１、檜枝岐村の概要と導入経緯



  

◆人　口　５９９人、世帯数　２１０世帯
　　　　　　　　　　　（平成２６年９月末住民基本台帳より）
　　　　　※高齢者人口は２０１人、高齢化率は３３．５５％
　　　　　※小学生２６人、中学生２２人　　　　　　　
◆面　積　３９０．５０ｋ㎡、人口密度　１．５３人/ｋ㎡
                        　　　　　　　　　　　　（全国で最も低い）
　　　　　※面積の約９８％が山林でそのうち約９５％が国有林
◆産　業　第１次　２．８％、第２次　３．７％、
　　　　　第３次　９３．5%（Ｈ２２国調）
　　　　　※旅館・民宿４０軒、山小屋１０軒、キャンプ場９軒
　　　　　　その他お食事処が６軒と居酒屋１軒

◆標　高　９３９ｍ（役場所在地）特別豪雪地帯に指定

　　　　　※平均気温１０℃以下の寒冷な気候でエアコンのある
　　　　 一般家庭はほとんどない。

　　　　　　　

檜枝岐村の概要



  

◆生　活　上下水道完備、ゴミ処理・火葬施設も村単独で運営。　　
　　　 また、今年より新たに循環型社会構築に向け、生活生ごみ   
          と脱水汚泥の肥料化に取り組んでいる

◆温　泉　公衆浴場　３軒　一般家庭にも有料で給湯

　　　　　　

　　　　　　　

アルザ尾瀬の郷 燧の湯

駒の湯



  

◆自　然　尾瀬国立公園の福島県側の玄関口

　　　　  東北以北最高峰である燧ケ岳(2,356ｍ)、会津駒ヶ岳
　　　(2,133ｍ)等の2,000ｍ以上の山々に囲まれている。

　　　　　　

　　　　　　　

尾瀬国立公園

会津駒ヶ岳尾瀬沼と燧ケ岳



  

◆交　通　最寄駅(南会津町　会津高原尾瀬口駅)から車で５０分

　　　　　会津若松市まで車で２時間、県庁まで４時間

◆文　化　２７０年以上の歴史がある「檜枝岐歌舞伎」

　　　　　裁ちそばなどの郷土料理「山人（やもーど）料理」

　　　　　　

　　　　　　　

檜枝岐歌舞伎

山人（やもーど）料理



  

人　口　の　推　移
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檜枝岐村の医療
　現在檜枝岐村には診療所が１箇所のみで救急車は１台

　　内科医　１名　准看護師　１名

　　　→深刻な医師不足　　

　　　　村単独で１.６５人/千人　

　　　　南会津地域でみると０．８９人/千人

　　　(福島県平均：１．７６人、全国平均：２．０６人)

　　

　　内科以外の診療は、村周辺のクリニック等

　　　→１番近くのクリニックまで車で約２５分

　　　　最寄の総合病院まで車で約１時間、１日数本しかないバ

　　　スでは１時間３０分

　　　　多くの住民は車で約２時間かけて会津若松市内の病院へ

　　　　　　　
村民は大変な通院負担を強いられている



  

檜枝岐村が抱えている課題と対策

　①少子高齢化　　②医療過疎　
少子化対策
　→婚姻促進事業、子育て支援金等々

高齢化対策
　→３６５日２４時間体制の医療介護システムの構築を目指す。
　　・小規模多機能型居宅介護施設の整備
　　・高齢者宅のふれあい訪問

I C T
 格差を無くす一番の手段はICTの利活用との考えから、平成１８
年度より４年間回線利用やPC等購入費への補助金を交付
   
　　　　　→その結果、村内約７割の家庭が光回線導入



  

全家庭へ光回線導入へ
　少子高齢化等の課題の他、防災無線のデジタル
化も必須

　→高い普及率となっている光回線を利用！

　経団連の未来都市モデル事業の認定をいただ
き、NTT東日本様のご協力により、平成２３年度
に全家庭へ光回線を導入し、テレビ電話を設置

　→テレビ電話を利用した情報配信や保健、医療
分野への利活用が可能に！

VP３０００

村一体が「家」、道路が「廊
下」、各家庭が「部屋」のよう
な村全体で見守り、支え合う村
づくりを目指す。



  

２、導入と効果



  

テレビ電話の活用

行政等からの
情報配信

緊急時の防災
情報配信

・保健師との健康相談
・診療所医師との連携

・在宅でもできる
運動の推進

体組成計等と連動
してバイタルデータ

の蓄積

お年寄りの見守り 檜枝岐村農協と連携
した買い物支援



  

防災・行政等の情報配信
　これまでの情報配信は防災無線による音声のみによるものや、
週に一度の回覧板であった。
　→タイムリーな情報は無線放送で行っていたため、聞き逃しも。
　　 至急の回覧板はすぐに回さなければならないため、正確な伝   
       達ができないなどの問題があった。

タイムリーな情報が音声と文字で配信される
　→聞き逃しが無くなり、より正確に情報を提供することが可能となった

テレビ電話導入後は．．．

役場他

情報配信クラ
ウドサーバー

各家庭

配信端末を学校、檜枝岐村農協、社会福祉協議会へも設置
　→様々な情報をよりわかりやすく提供することが可能に。



  

　断線等の有事に備え、各家庭
に戸別無線受信機も併せて設置
　→無線により停電時などでも
　　情報提供が可能に

■効果と住民の声
・食品の放射線測定結果など重要かつタイム   
   リーに提供しなければならない情報が迅速かつ
　正確に提供できるようになった。
・住民からは、これまで回覧は早くまわさなけ
   ればならないという意識から、家族全員が確
   認できないこともあったが、いつでもテレビ
   電話で見れるから良くなったとの声があった。



  

檜枝岐村農協による買い物支援

　檜枝岐村で唯一生鮮食品を取り扱っている
檜枝岐村農協からも情報発信できるよう構築
　→これまでの買い物支援がより分かりやす 
    く住民へ提供できることとなった。

檜枝岐村農協
情報発信

住民宅

画面を見
て注文

配達

　■効果
　・サービス向上の他に、音声入りで情報配信すること    
 　で、折込チラシには無い住民との新たなつながりがで
　 きた。



  

医療・介護への利用
体組成計等を利用したバイタルデータの蓄積

体組成計

歩数計（ID管理兼）

血圧計

血圧計グラフ

　・体重
　・体脂肪
　・筋肉量

歩
数
グ
ラ
フ

住民宅設置風景



  

バイタルデータ登録
○集会所モデル

保健センターで
保健師による指
導のもと登録

○在宅型モデル

　　

　　自宅で登録

ひかり健康相談
クラウドサーバー

健康相談端末

診療所
保健センター



  

バイタルデータを基とした健康相談
　登録されたバイタルデータを確認し、テレビ電
話機能で顔を見合わせながら健康相談を行うこと
で、よりきめ細やかな、そして相手の表情や顔色
を確認しながら行うことができる。

　さらに、同じデータを
医師も共有することがで
き、相談や診療へ活用さ
れている。



  

■効果 継続者の歩数・体重・最高血圧の推移(平均値）

歩数が増加

体重が減少

最高血圧が減少

歩行習慣を継続し、歩数を増加
させると、体重・最高血圧が減少

※1日の歩数が100歩以下は歩数計の所持を忘れたものと想定されるため、母数から除外し
た。

利用継続者の歩数・体重・最高血圧の推移(平均値)

歩数
最高
血圧
体重

　希望男女１８４名に歩数計を配布した結果、約６割が歩行習慣を開始
し、４５％が３年以上歩行習慣を継続
→歩数は増加し、最高血圧、体重は減少
　　腹囲やコレステロールも改善傾向、Ⅱ度高血圧者が、正常やⅠ度に
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　自覚的健康度も向上
　併せて、保健師による毎朝のデータ管理によりデータ変動を早期発見
し、健康指導により悪化防止が図られた。



  

　村民の受診機会が多い循環器疾患の専門で
ある会津若松市内のわかまつインターベー
ションクリニック様にご協力いただき、村に
いながら診療が可能に。

遠隔サポート診療(１)

ひかり健康相談
クラウドサーバー

電子聴診器

電子聴診器

心電図等をスキャン

診療所
わかまつIVC　様

心電図等のファイルダウンロード

心電図や血液検
査の結果を共有
しながらテレビ
会議システムに
て診療



  

■効果と住民の声
● 患者のデータを専門医と診療所医師が共有し、診
察に活用→村で定期的に受診が可能

● 車で往復４時間の負担が軽減
● 利用者からも好評で、

「電子聴診器で専門医に確認してもらうことがで
き安心できた」

「若松に行く間隔が隔月になったが、毎月受診で
きてよい」

「特に冬がありがたい」

「待ち時間が無く、専門医を独占できて得した気
分」

　などの声があった。



  

遠隔サポート診療(２)

　循環器疾患の他に、精神疾患の専門医様にご協
力いただき、テレビ電話機能を利用した診療を実
施。自宅で専門医の診療が受けることができた。

■効果

　・通院負担の軽減

　・自宅で受診することで、患者の生活背景が見
　　え、症状の理解等にも有効

　・患者の状態を家族と共有することが可能

　・自宅でリラックスした状態で受診できる

　・保健師のサポートが受けられ、患者の正確な
　　情報を提供できる



  

スマートフォンを利用した血糖値測定

　糖尿病悪化防止のため、血糖値データの
連携を開始。

血糖計で測定後
NFC（Felica）機
能でスマホに受け
渡し、WiFiで送信

ひかり健康相談ク
ラウドサーバー

診療所
保健センター

住民宅

健康相談端末

WiFi



  

■効果

● 利用者の血糖値が上がる原因が分かる

● 血糖計により自らの血糖値を確認すること
による健康意識の向上

● 日々のデータ把握により、運動、食生活の
指導が可能となった

● 糖尿病治療の低血糖予防に活用できた



  

高齢者の見守り
　保健師による健康相談のほか、会津若松市に
あるアイネット(株)様の緊急通報装置等を利用
した緊急通報システム事業を実施。緊急通報装
置による緊急時の対応や、テレビ電話を活用し
た、「お元気コール」を行うなどひとり暮らし
等の高齢者の見守りにもICTを活用。



  

■効果と住民の声
● 急病等の緊急時に迅速な対応が可能

● 定期的な安否、健康状態の確認がとれる

● 住民からは声だけでなく、話している相手
の顔が見えるため、安心感があるとの声が
あった



  

防犯対策
　警察が常駐していない当村では、自主防犯力
の向上が必須

　→村内に約４０台のWebカメラを設置

半数以上のカメラはクラウドにて管理

→２４時間管理されており、故障等があった場合
すぐに連絡が来るため、こちらでの管理が不要の
上、故障時等タイムリーな対応ができる。



  

● 犯罪抑止に大きな効果

● 住民からは安心できるとの声がでている。

● 警察への情報提供も行い鮮明さ等について好
評を受けている。

● クラウドによる管理により、日々の管理が不
必要となることから職員負担が軽減された。

■効果と住民の声



  

教育ICT
　電子黒板の設置や、小学校３年生～中学校３年生までの生
徒、教員へタブレット配布を実施していただいた。

電子黒板

小学校５，６年生　スロー
モーションアプリを使った体
育授業

中学２年生　インターネット
を介した社会授業

小学４年生　タブレットと電子
黒板を利用した算数授業



  

■効果

● 利用した約９割の児童、生徒が楽しい、
わかりやすいなど肯定的な評価

● 効果的であると約９割の教員が評価

● 児童、生徒の調べる力が向上されたとの
声も



  

３、導入後の課題



  

○全体を通しての課題
● 住民(特に高齢者)の機器に対する抵抗

→機器に抵抗感があり、利用しない住民もいる
● サービス提供側の行政職員の人材不足

→抵抗感の払拭や、ICTを利活用し住民サービ
スを向上させなければならない職員が不足(人
員、意識共に)

● 職員、医師、教員とも異動等により意見統一が
困難

● 診療報酬の対象とはならないため、協力していた
だける専門医の確保が困難

● 診療時間内にテレビ電話診療の時間を割いてもら
うのが困難

○医療連携の課題



  

４、課題解決に向けた取り組み



  

ICT関連事業の推進

● 気象観測システムの構築

村集落部の上流である七入地区へ気象観測システ
ムを設置。

→風速、風向、気温、雨量、積雪量を把握するこ
とで、災害発生を早期に予知できるほか、災害発
生時のデータを蓄積することで、災害発生の予測
ができ、住民避難等の指示が迅速に行えることが
見込まれる。

　ICTをさらに地域に根付かせることで距離感(抵抗)
を無くす。



  

● J-アラート連携

　これまでの情報配信システムとJ-アラートを連
動させることで、重要情報を迅速に住民へ提供で
きるようになった。



  

　災害発生の危険性を提供することや避難指示等を迅速
に行える基盤を構築し、通信インフラを強靭化すること
で、住民の生命、生活を守る。

● 電力、通信インフラ整備

　平成２３年度に発生した「新潟・福島豪雨災害」
により国道とともに電気と光等の通信線が断絶。

　→生活の根幹をなす電気、光通信線のループ化を

　　実施予定



  

人とICTによるサービス提供
● 健康増事業

　人とICTが連携したサービスを提供すること
で、ICTがより身近なものに！

● 防犯対策見守り事業　　・高齢者宅ふれあい訪問

防犯カメラ+老人クラブによる見守り
ＩＣＴによる見守り+
　福祉関係職員による高齢者宅訪問



  

コンセプトである「村全体で見守
り、支え合う村」を目指して

● より分かりやすい情報を発信
● きめ細やかな健康相談等の充実
● 専門医などへの医療協力の推進
● サービス等提供側の意識統一

ICTの利活用で現実のもの
となるよう事業を推進して
いく



  

まとめ(行政職員として思うこと)



  

情報化社会、行政の高度情報化
・自治体クラウド、マイナンバー．．．　etc.

　

「それらをどう住民サービスへ繋げる
か、本当に住民のためになるか」このこ
とを第一に考えなければならない。ま
た、ただ単にICTを推進するだけでな
く、住民に感謝してもらえるようなサー
ビスを提供しなければならない。
　今まで構築してきた、顔が見える行
政、人(住民)とのつながりが最も大切。
しかしそれだけでは補えない部分もあ
る。



  

　ICTという新しいつながりを活かす。
　これまでの人のつながりを縦の糸と
するならば、新しいつながりであるICT
は横の糸。その二つを織りなし、住民
を包み込めるそんなサービスを提供す
る。

　それが、ICTを利用した新たな村づく
りである「村一体が「家」、道路が
「廊下」、各家庭が「部屋」のような
村全体で見守り、支え合う村」とな
る。



  

ご清聴ありがとうございました
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